
 
第
二
十
三
回 

 
大 
津 
町 

農 

業 

委 

員 

会 
 

 
 
 
 

令
和
七
年
五
月
十
二
日 



第２３回大津町農業委員会定例総会議事録 
 
 

        １．開催日時  令和７年５月１２日（月） ９：３０から１０：３０ 

２．場  所  大津町役場 ２階 町民協働ルーム 
 

３．出席農業委員 （９人） 
１番 古庄  継    ２番 東 一夫     ４番 藤本 勝昭 
５番 宮﨑 京子    ７番 府内 公生    ８番 岩本 勝 

１０番 大村 礼美   １１番 荒木  文   １２番 津田 恵美 
 
出席農地利用最適化農業委員 （９人） 

   ２番 中尾 信幸    ４番 竹中 繁継    ５番 大田黒 淳次 
   ６番 吉山 一豊    ８番 荒木 幸一    ９番 石原 龍二 

１１番 和田 勇一郎  １２番 野村 哲也   １７番 本田 喜代治 
 
４．欠席農業委員（０人）    

欠席推進委員（２人）   ４番 竹中 繁継   １６番 松永 富幸 
   

５．議事日程 
  日程第１  開 会 

日程第２  議事録署名委員の指名 
日程第３  会期の決定について 
日程第４  議案第１号 農地法第３条の規定による許可の取消について 
日程第５  議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請について 
日程第６  議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請について 
日程第７  議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について 
日程第８   議案第５号 農地中間管理事業の推進に係る法律第１８条第５項による

農用地利用集積等促進計画（利用権）の意見について 
日程第９   議案第６号 農地中間管理事業の推進に係る法律第１８条第５項による

農用地利用集積等促進計画（所有権移転）の意見について 
日程第１０ 議案第７号 農業委員会の法令順守の申し合わせについて 
日程第１１ 報告第１号 農地法第５条の規定による許可不要転用届（熊本県）に 
      ついて 
日程第１２ 議案第８号 その他 
 

６．農業委員会事務局職員    
事務局長 齊藤 孝浩  事務局次長 府内 優也   事務局 堀江 大成 

 
７．会議の概要    別紙のとおり 
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【令和７年５月１２日 第２３回定例総会議事録 別紙】 

 

事務局   定刻になりました。皆さんお揃いですので、定例総会を始めてよろしいでしょ

うか。 

      それでは、荒木職務代理者から開会の宣言をお願いいたします。 

 

職務代理  ご起立をお願いします。みなさん「おはようございます」。着席をお願いしま 

す。只今から令和７年５月、第２３回定例総会を開会いたします。 

 

事務局   日程第１、開会、開会に当たり、津田会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会 長   挨拶あり。 

 

事務局   ありがとうございました。 

 

続きまして、会議の成立ですが、本日は、農業委員過半委員が出席されてお

られますので、総会が成立していることをご報告いたします。 

次に議長選出ですが、議事進行につきましては、会長にお願いします。 

 

会 長   それでは、議長ということですので議事を進めさせていただきます。 

日程第２、議事録署名委員の指名です。５番 宮﨑 京子委員と 

６番 宮﨑 恵美委員にお願いします。 

 

日程第３、会期の決定についてです。お諮りします。５月の第２３回定例総会 

は、本日１日を持って終了としたいと思いますが、ご意見はございませんか。 

 

   賛成の方は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。５月の第２３回定例総会は本日１日をもって終了とし 

ます。 

 

議案審議に入ります。日程第４、議案第１号を上程いたします。 

事務局の説明を求めます。  

 

事務局   それでは議案第１号、農地法第３条の規定による許可の取消についてご説明 

いたします。 

議案書は１Ｐをご覧ください。 

 これは、令和５年３月１０日開催の第３５回定例総会において承認された農 

地法第３条による所有権移転の許可について取消願が提出されたものです。譲 
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受人、譲渡人、土地については議案書記載のとおりです。 

 取消の理由は、配偶者を譲受人として許可を受けていましたが、配偶者への所 

有権移転であると農業者年金の特例附加年金の受給資格を満たさないことが判 

明したことによるものです。 

 なお、今後は中間管理事業を利用して第３者への農地の貸借を行う予定との 

ことです。 

 以上、説明を終わります。 

 

会 長   事務局の説明が終わりました。 

      それでは審議に入ります。 

      農地法第３条の規定による許可の取消についてご意見・ご質問等はございま 

     せんか。 

（意見・質問なし） 

      それでは、農地法第３条の規定による許可の取消について、これを承認するこ

とに賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

      （全員挙手） 

      全員賛成と認めます。 

       

議案第１号、農地法第３条の規定による許可の取消につきましては、承認とい 

たします。 

 

 

続きまして日程第５、議案第２号を上程いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局   それでは議案第２号、農地法第３条に係る申請についてご説明いたします。議 

案書は２Ｐ～３Ｐをお願いします。 

農地法３条では、調査書に記載した各項目に該当する場合、いわゆる農業者の 

要件を満たさない場合は許可できないとなっております。 

定例総会において、調査書の第２項第１号から第６号により判断しておりま

す。 

 

３条の１、調査書は１Ｐ、申請地見取図は１Ｐ～２Ｐをお願いいたします。 

申請地は大字陣内地内にある農地２筆です。 

申請理由は、売買による所有権の移転です。麦、大豆の栽培を予定されており、

周辺農地の利用に支障はないものと考えられます。 

調査書記載のとおり１号から６号まで該当する項目はないと思われます。  

以上、事務局の説明を終わります。 
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会 長   説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、陣内地区ですので、 

藤本委員から説明をお願いします。 

 

藤本委員   現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

      申請地は大字陣内地内の農地です。 

申請の内容は、陣内地内の田２筆、９８１㎡について売買による所有権の移転 

を行うものです。 

譲受人は農業法人です。今回、譲渡人と譲受人双方で売買の話がまとまった

ため申請に至りました。農業機械等は所有するトラクターなどを使用すること

となっています。労働力、営農技術も問題ないと思われます。 

現地調査後の小委員会審議では、全員異議なし「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。  

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。陣内地区担当は吉山推進委員です。今回 

の申請についてご意見等はございませんか。 

 

委員意見  この場所は、譲受人の親の代から作られていたため、特に問題はありません。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員のご意見、 

ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

３条の１、売買による所有権の移転につきましては、許可と決定します。 

 

続きまして、３条の２について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ３条の２、調査書は２Ｐ、申請地見取図は３Ｐ～４Ｐをお願いいたします。 

申請地は大字大林地内にある農地１筆です。 

申請理由は、売買による所有権の移転です。栗の栽培を予定されており、周辺

農地の利用に支障はないものと考えられます。 

調査書記載のとおり１号から６号まで該当する項目はないと思われます。  

以上、事務局の説明を終わります。 
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会 長   説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、大林地区ですので、 

東委員から説明をお願いします。 

 

東委員    現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

      申請地は大字大林地内の農地です。 

申請の内容は、大林地内の畑１筆、１９７㎡について売買による所有権の移転 

を行うものです。 

譲受人は兼業農家です。今回、譲渡人と譲受人双方で売買の話がまとまった

ため申請に至りました。農業機械等は所有するトラクターなどを使用すること

となっています。労働力、営農技術も問題ないと思われます。 

現地調査後の小委員会審議では、全員異議なし「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。  

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。大林地区担当は竹中推進委員ですが本

日欠席です。事務局で何か意見は預かっていますか。 

 

事務局   竹中委員より「特に意見はありません」と連絡があっております。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員のご意見、 

ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

３条の２、売買による所有権の移転につきましては、許可と決定します。 

 

３条の３及び３条の４については、営農型太陽光発電設備の転用ですので、５ 

条の４の時に一括して審議します。 

 

 

続きまして日程第６、議案第３号を上程いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局   それでは、議案第３号、農地法第４条に係る申請についてご説明いたします。 

議案書は４Ｐ～５Ｐをお願いいたします。今回５件の申請がなされておりま
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す。 

当初は６件の申請となっていましたが、申請地見取り図にある４条-３が申請

後、内容の変更等があったため、議案については４条-４以降が１つずつ繰り上

がり４条-１から４条-５までの５件となります。 

 

   ４条の１、意見書（案）は５Ｐ、申請地見取図は７Ｐ～８Ｐをお願いいた 

します。 

申請地は大字岩坂地内の農地です。 

１の転用目的は通路への転用です。 

農地の区分は、第１種農地に該当しますが、例外規定の集落接続に該当し、

転用は可能です。申請地は通路となるため、日照、通風等への影響も問題ない

と思われます。 

既に通路として使用していることから、農地法の理解がなく、今後は農地法

を遵守する旨の無断転用の始末書が提出されています。 

 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会  長    説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、岩坂地区ですので、

荒木農業委員から説明をお願いします。 

 

荒木委員   現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字岩坂地内で、甑神社から南東約１５０ｍに位置する農地です。  

申請の内容としては、自宅敷地内に住居を建築する際、北側の接道では基準を 

満たせないことが判明し、新たに接道を取る必要があったことから、今回の申請 

となりました。現地調査後の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。岩坂地区担当は中尾推進委員です。今回

の申請についてご意見等はございませんか。 

 

委員意見  特にありません。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員のご意見、

ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 
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（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

４条の１、通路への転用については、原案のとおり可決とし、農業委員会の意 

見書を添えて許可権者である県へ提出します。 

 

続きまして、４条の２について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ４条の２ 意見書（案）は６Ｐ、申請地見取図は９Ｐ～１０Ｐをお願いいた 

します。 

申請地は大字室地内の農地です。 

１の転用目的は貸駐車場への転用です。 

農地の区分は、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域内にある 

準工業地域となっていることから「第３種農地」に該当し、転用は可能です。 

申請地は駐車場となるため、隣接地への日照、通風等への影響も問題ないと思 

われます。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会  長   説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、室地区ですので、岩

本農業委員から説明をお願いします。 

 

岩本委員   現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字室地内で、翔陽高校の北西約４００ｍに位置する農地です。  

申請の内容としては、立地条件が良く、近隣の企業の職員駐車場として使用す 

ることから、今回の申請となりました。現地調査後の小委員会審議では、「許可 

相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。室地区担当は石原推進委員です。今回の

申請についてご意見等はございませんか。 

 

委員意見  意見はありません。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員のご意見、

ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 
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（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

４条の２、貸駐車場への転用については、原案のとおり可決とし、農業委員会 

の意見書を添えて許可権者である県へ提出します。 

 

続きまして、４条の３について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ４条の３ 意見書（案）は７Ｐ、申請地見取図は１３Ｐ～１４Ｐをお願いいた 

します。申請地見取図の右上の記載は繰り上がりの関係で４条の４となってお 

りますが、４条の３と読み替えてください。以下、見取図の記載は同様にお願い 

いたします。 

申請地は大字杉水地内の農地です。 

１の転用目的は農業用施設用地（畜舎）への転用です。 

農地の区分は農振農用地ですが、農業用施設用地に用途変更しており、転用

は可能です。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会  長    説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、杉水地区ですので、

私から説明をします。 

 

津田委員  現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字杉水地内で杉水橋から北東約２５０ｍに位置する農地です。  

申請の内容としては、道路拡張計画により現在所有している畜舎の移転を余 

儀なくされ、申請地付近に自己所有地が集約されていることから、今回の申請と 

なりました。 

現地調査後の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。杉水地区担当は本田推進委員ですが本

日欠席です。事務局で何か意見は預かっていますか。 

 

事務局   本田委員より「特に意見はありません」と連絡があっております。 

 

会 長   担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員のご意見、 

ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 
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許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

４条の３、農業用施設用地への転用については、原案のとおり可決とし、農業 

委員会の意見書を添えて許可権者である県へ提出します。 

 

続きまして、４条の４について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ４条の４ 意見書（案）は８Ｐ、申請地見取図は１５Ｐ～１６Ｐをお願いいた 

します。 

申請地は大字杉水地内の農地です。 

１の転用目的は飼料用ロール及び農業用資材置き場への転用です。 

農地の区分は、概ね１０ha 以上の規模の一団の農地の区域内にある第１種農

地ですが、例外規定である農業用施設に該当し、転用は可能です。 

既に飼料用ロール及び農業用資材置き場として使用していることから、農地

法の理解がなく、今後は農地法を遵守する旨の無断転用の始末書が提出されて

います。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会  長   説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、杉水地区ですので、

私から説明をします。 

 

津田委員  現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字杉水地内で、護川小学校の東約７００ｍに位置する農地です。  

申請地は、申請者が売買で取得した平成３０年５月以降、飼料用ロールや農業 

用資材置き場として使用しており、畑に戻すのは相当の労力、費用が必要であり、 

現況のまま飼料用ロール及び農業用資材置き場として利用することは致し方な 

いと考えます。 

現地調査後の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。杉水地区担当は本田推進委員ですが本

日欠席です。事務局で何か意見は預かっていますか。 

 

事務局   本田委員より「特に意見はありません」と連絡があっております。 

 

会 長   担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

４条の４の審議につきまして、農業委員会等に関する法律第３１条及び大津町 
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農業委員会会議規則第１０条に定める「議事参与の制限」により、私は退室をい 

たします。議事進行については、大津町農業委員会会議規則第１６条の規定によ 

り、職務代理者にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

      （会長退席） 

 

職務代理  それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員のご意見、 

ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

４条の４、飼料用ロール及び農業用資材置き場への転用については、原案のと 

おり可決とし、農業委員会の意見書を添えて許可権者である県へ提出します。 

 

会長の入室を求めます。 

（会長入室） 

 

会 長   議事進行、ありがとうございました。続きまして、４条の５について事務局の 

説明を求めます。 

 

事務局   ４条の５ 意見書（案）は９Ｐ、申請地見取図は１７Ｐ～１８Ｐをお願いいた 

します。 

申請地は大字岩坂地内の農地です。 

１の転用目的は共同住宅への転用です。 

農地の区分は、概ね１０ha 以上の規模の一団の農地の区域内にある第１種農

地ですが、例外規定である集落接続に該当し転用は可能です。 

また、現地調査時にも話がありました周囲の土地所有者への説明についてで

すが、確認したところ、境界立ち合いの際に説明をしたということでしたが確

認が取れませんでしたので、事務局から再度近隣住民の方へ説明をしていただ

くようお願いをしました。先週私からその後の確認を改めてしたところ、５月

９日までに説明は済みましたとのことでしたので報告します。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会  長    説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、岩坂地区ですので、

荒木農業委員から説明をお願いします。 
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荒木委員  現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字岩坂地内で、上岩坂バス停の南東約１０ｍに位置する農地です。  

申請内容としては、立地条件及び交通の便が良い申請地で共同住宅を整備す 

ることで家賃収入を得て生活の安定を図ることを目的としております。 

現地調査後の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

一点ですが、事務局から説明がありましたが、確認は取ったと報告があった

ようですが、中尾推進委員からの報告では、周辺住民に説明があっておらず、

自宅に資料が置いてあっただけとのことでした。説明は十分にあっていないよ

うですが、周辺住民は、仕方がないので容認するとういう話をいただいたとの

ことで説明しておきたいと思います。 

 

会 長    担当農業委員の説明が終わりました。 

      次に、最適化推進委員の岩坂地区担当は中尾推進委員です。今回の申請につい

てご意見等はございませんか。 

 

委員意見  特にありませんが、共同住宅ということで、どのような人が入ってくるか地元 

としては心配されているようです。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員のご意見、 

ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

４条の５、共同住宅への転用については、原案のとおり可決とし、農業委員 

会の意見書を添えて許可権者である県へ提出します。 

 

続きまして日程第７、議案第４号を上程いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局   それでは、議案第４号、農地法第５条に係る申請についてご説明いたします。 

議案書は６Ｐ～７Ｐをお願いいたします。今回６件の申請がなされておりま 

す。 

なお、５条の１と５条の２は設定人、被設定人、農地所在地が同一となって 
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おりますが、使用する農地の部分及び最終的な借受人が違い、農振除外の際にも 

それぞれ個別に取り扱っていたことから、本件についても同様に取り扱うもの 

です。５条の１と５条の２をまとめて審議願います。 

 

５条の１及び５条の２ 意見書（案）は１０Ｐ～１１Ｐ、申請地見取図は１９ 

Ｐ～２２Ｐをお願いいたします。 

申請地は大字大津地内の農地です。 

１の転用目的は貸駐車場への転用で２０年間の賃借権の設定です。 

農地の区分は、概ね１０ha 以上の規模の一団の農地の区域内にある第１種農 

地ですが、例外規定である既存施設の拡張に該当し転用は可能です。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会 長    説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、大津地区ですので、

古庄農業委員から説明をお願いします。 

 

古庄委員  現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字大津地内で、大津北中学校の南に位置する農地です。 

申請の内容は、借受人が経営する企業の事業拡大に伴う駐車場の拡張となっ 

ており、農地および農地の分断はなく、日照、通風等への影響も問題ないと思わ 

れます。現地調査後の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。 

大津地区担当は荒木幸一推進委員です。今回の申請についてご意見等はござ 

いませんか。 

 

委員意見  特にありません。 

 

会 長   担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員の、ご意 

見、ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

５条の１及び５条の２ 貸駐車場への転用で賃借権の設定については、原案 
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のとおり可決とし、農業委員会の意見書を添えて許可権者である県へ提出しま 

す。 

 

 

会 長   続きまして、５条の３について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ５条の３ 意見書（案）は１２Ｐ、申請地見取図は２３Ｐ～２４Ｐをお願いい 

     たします。 

申請地は大字室地内の農地です。 

１の転用目的は宅地造成で、所有権の移転です。 

農地の区分は、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域内にある 

第１種中高層住居専用地域となっていることから「第３種農地」に該当し、転用 

は可能です。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会  長    説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、室地区ですので岩

本委員から説明をお願いします。 

 

岩本委員   現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字室地内で、大津支援学校の南西側に位置する農地です。 

申請の内容は、宅地造成です。大津町で住宅の需要が増えている状況である中 

で、申請地は公共施設から近いところに位置しており、利便性が高いことから、 

今回の申請となりました。 

周囲に農地はないことから、日照、通風等への影響はないと思われます。現地 

調査後の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長    担当農業委員の説明が終わりました。室地区担当は石原推進委員です。今回の

申請についてご意見等はございませんか。 

 

委員意見  ありません。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員の、ご意 

見、ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 
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（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

５条の３、宅地造成への転用による所有権の移転については、原案のとおり可 

決とし、農業委員会の意見書を添えて許可権者である県へ提出します。 

 

      続きまして、５条の４について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ５条の４、こちらは３条の３及び３条の４と関連の案件になります。 

調査書は３Ｐ～４Ｐ、意見書（案）は１３Ｐ、申請地見取図は２５Ｐ～２６Ｐ 

をお願いいたします。 

申請地は大字吹田地内の農地です。 

１の転用目的は営農型太陽光発電設備への３年間の一時転用で、賃借権及び

地上権の設定です。 

農地の区分は、農振農用地に該当しますが、例外規定の仮設工作物の設置に

該当し、転用は可能です。 

３条の３は耕作にかかる９，６５４㎡の賃借権の設定、３条の４は農地上部

における太陽光パネル設置のための９，６５４㎡の地上権の設定、５条の４は

太陽光パネル基礎部分の０．９５㎡の地上権の設定でございます。 

なお、営農型太陽光発電にかかる３条申請につきましては、５条申請との同

時許可となりますので、「許可相当」とすることについてご審議いただくもので

あることを申し添えます。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会 長   説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、吹田地区ですので東 

委員から説明をお願いします。 

 

東委員   現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字吹田地内で、大津町総合運動公園の南東部に位置する農地です。  

申請の内容は、営農型太陽光設備設置によるもので、太陽光発電設備下での野 

菜栽培に関する知見の蓄積を目的としているものです。隣接する農地所有者は 

全て設定人のため、日照、通風等への影響も問題ないと思われます。 

現地調査後の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。吹田地区担当は大田黒推進委員です。今

回の申請についてご意見等はございませんか。 
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委員意見  ３年前にも現地を確認し、耕作は会社の職員で行っていることを確認しまし 

たが、異動の関係で３年前と違う職員が耕作を行っています。今後も同じ様な形 

で行われていくと思います。作付けの状況といたしましては、上部の太陽光パネ 

ルの隙間から出ている光で甘藷を作付けし、隣のハウスでトマトを栽培してい 

るという状況です。通常と比べて約８割の収量となっているようですが、収穫物 

に関しては、会社が行うイベントで購買しているという状態です。今後続けてい 

ても問題はないと考えます。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員の、ご意 

見、ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

５条の４、営農型太陽光発電設備の一時転用の更新に伴う地上権の設定につ 

いては、原案のとおり可決とし、農業委員会の意見書を添えて許可権者である県 

へ提出します。 

 

併せまして、関連案件であります３条の３及び３条の４について、委員のご意

見、ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

３条の３及び３条の４、営農型太陽光発電設備の一時転用の更新に伴う賃借 

権及び地上権の設定については、許可と決定します。 

 

会 長   続きまして、５条の５について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ５条の５ 意見書（案）は１４Ｐ、申請地見取図は２７Ｐ～２８Ｐをお願いい 

     たします。 

申請地は大字平川地内の農地です。 

１の転用目的は駐車場への、３年間の一時転用で賃借権の設定です。 

農地の区分は、概ね１０ha 以上の規模の一団の農地の区域内にある第１種農 
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地ですが、例外規定の仮設工作物の設置に該当し、転用は可能です。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会 長   説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、平川地区ですので府 

内委員から説明をお願いします。 

 

府内委員   現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は、大字平川地内で、本田技研の南ゲートから南約２００ｍに位置する

農地です。 

申請の内容は、駐車場です。被設定人の事業拡大により、急遽従業員用及び

工事車両駐車場を準備する必要があり、申請地が交通の利便性が高いことから、

今回の申請となりました。 

駐車場のため、日照、通風等への影響はないと思われます。現地調査後の小

委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。平川地区担当は野村推進委員です。今回

の申請についてご意見等はございませんか。 

 

委員意見  特に問題ないと思います。 

 

会 長   担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員の、ご意 

見、ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

５条の５、駐車場への一時転用で賃借権の設定については、原案のとおり可決 

とし、農業委員会の意見書を添えて許可権者である県へ提出します。 

 

会 長   続きまして、５条の６について事務局の説明を求めます。 

 

事務局   ５条の６ 意見書（案）は１５Ｐ、申請地見取図は２９Ｐ～３０Ｐをお願いい 

     たします。 

申請地は大字引水地内の農地です。 
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１の転用目的は貸駐車場で、所有権の移転です。 

農地の区分は、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域内にある 

準工業地域となっていることから「第３種農地」に該当し、転用は可能です。 

 既に駐車場として造成していることから、農地に農地法の理解がなく、今後は 

農地法を遵守する旨の無断転用の始末書が提出されています。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会 長   説明が終わりました。次に現地調査と小委員会の結果を、引水地区ですので古 

庄委員から説明をお願いします。 

 

古庄委員   現地調査及び小委員会の報告をいたします。 

申請地は大字引水地内で、道の駅大津から西に約３００ｍに位置する農地で 

す。 

申請の内容は、貸駐車場です。地域住民や近隣事業所の自動車保有数増加に

伴い、不足している駐車スペースを確保する必要があり、今回の申請となりま

した。 

駐車場のため、日照、通風等への影響は問題ないと思われます。現地調査後

の小委員会審議では、「許可相当」の意見でした。 

ご審議のほどよろしくお願いします。 

 

会 長   担当農業委員の説明が終わりました。引水地区担当は和田推進委員です。今回

の申請についてご意見等はございませんか。 

 

委員意見  特にありません。 

 

会 長    担当農業委員、最適化推進委員の説明が終わりました。 

それでは審議に入ります。 

現地調査及び小委員会の結果は、「許可相当」の意見です。他の委員の、ご意 

見、ご質問等はありませんか。 

（質問・異議なし） 

許可相当に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

５条の６、貸駐車場への転用で所有権の移転については、原案のとおり可決と 

し、農業委員会の意見書を添えて許可権者である県へ提出します。 
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続きまして日程第８、議案第５号について上程いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局   国の法改正に伴い、令和７年４月から「農業経営基盤強化促進法」に基づく相

対での利用権設定が廃止となり、「農地中間管理事業推進法」による利用権設定

に統合・１本化されます。 

これに先駆けて、昨年１１月から議案の記載方法を変更しております。 

令和７年４月以降は、基盤強化法による利用権設定も、基盤強化法による所有

権移転も、中間管理事業推進法による貸し借り及び売買（公社売買）となります。 

 

それでは、議案第５号についてご説明いたします。 

議案書は８Ｐ～１４Ｐとなります。 

議案第５号 農地中間管理事業の推進に係る法律第１８条第５項による農用

地利用集積等促進計画（利用権）の意見についてご説明申し上げます。 

今月の申請は１４件で、全て一括方式となり、申出書面積の合計は 

９９，０８１㎡（約９町９反）です。 

貸人、転貸人、借人、経営面積、利用権を設定する農地等につきましては議案

書に記載のとおりです。 

審議の結果、今回の計画（案）が決定された場合は農地中間管理事業の推進に

関する法律第１８条第１１項の規定に基づき、中間管理機構に正式な計画書を

作成するよう要請書を提出することになります。 

   今回の計画（案）は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項第

１号で規定する基本方針及び農地中間管理機構事業規定に適合し、設定を受け

る者は同法同項２号で定める農地全てを効率的に耕作し、農作業にも常時従事

すると認められると判断されます。 

   以上、事務局の説明を終わります。 

  

会 長   事務局の説明が終わりました。 

      時間を設けますので、内容の確認をお願い致します。 

 

（２～３分程） 

       

それでは審議に入ります。 

農用地利用集積等促進計画（案）についてご意見・ご質問等はございませんか。 

（意見・質問なし） 

それでは、農地中間管理機構の農用地利用集積等促進計画（案）について、こ

れを決定し、計画書作成を要請することに賛成の農業委員は、挙手をお願いし

ます。 
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   （全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

議案第５号 農地中間管理事業の推進に係る法律第１８条第５項による農用 

地利用集積等促進計画（利用権）については、これを決定し、中間管理機構へ計 

画書作成を要請することとします。 

 

 

続きまして日程第９、議案第６号について上程いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局   それでは、議案第６号についてご説明いたします。 

議案書は１５Ｐとなります。議案第６号 農地中間管理事業の推進に係る法律 

第１８条第５項による農用地利用集積等促進計画（所有権移転）の意見について 

ご説明申し上げます。令和７年４月以降の売買に伴う所有権移転については、中 

間管理事業推進法による売買事業となります。 

抵当権等の整理・代金支払い・登記事務など農業者が安心して所有権の移転が 

できること、また、農地集積を図るための県内唯一の公的機関であり、大津町も 

含めた県内の自治体が出資している団体である「財団法人熊本県農業公社」が、 

旧農業経営基盤強化促進法に基づき農地中間管理機構の事業の特例として実施 

する「農地売買等事業」を活用し実施しています。 

農用地区域内の農地が対象です。 

今月の所有権移転申出書・計画書の件数は１件です。 

譲渡人、譲受人、所有権を移転する農用地、所有権移転内容につきましては議 

案書に記載のとおりです。 

申出書面積の合計は、９，９０４㎡（約１町）、対価の合計は７，９２３，２ 

００円です。 

譲渡人の規模縮小に伴い、農業公社が買い入れる計画です。 

以上、事務局の説明を終わります。 

 

会 長   事務局の説明が終わりました。 

      それでは審議に入ります。 

      農用地利用集積等促進計画（案）の所有権移転についてご意見・ご質問等はご 

     ざいませんか。 

   （意見・質問なし） 

      それでは、大津町長が定めた農用地利用集積等促進計画の所有権移転につい

て、これを決定することに賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

      （全員挙手） 
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      全員賛成と認めます。 

       

議案第６号 農地中間管理事業の推進に係る法律第１８条による農用地利用

集積等促進計画（所有権移転）については、原案どおり承認・決定とし、公益財

団法人熊本県農業公社へ農用地利用集積等促進計画の策定を要請します。 

 

 

続きまして日程１０、議案第７号を上程いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局   それでは、議案第７号農業委員会の法令順守の申し合わせについてご説明申 

     し上げます。 

まずは本件を議案としてあげさせていただいた経緯をご説明させていただき 

ます。 

農業委員会の役割につきましては、法令に則り適正に農地制度を運用すると 

ともに、農地利用等の最適化の推進を図ることが責務となっています。しかし、 

過去に農業委員会会長や職員がその立場を利用し、自身の利益のために収賄を 

行い、逮捕される事案が発生しております。 

これを受けて、令和元年１１月２８日に開催された全国農業委員会会長代表 

者集会において、農業委員会の綱紀保持を図るため、「農業委員会の委員等の綱 

紀保持に関する申し合わせ」が決議されました。その際、各農業委員会で決議を 

行うよう要請があったことを受けて、本件を議案に挙げさせていただいた次第 

です。 

前回決議を受けたのが令和２年８月総会時と、前体制時のため、新体制でも同 

様に決議をお願いするものです。 

それでは、議案書１６Ｐについて読み上げさせていただきます。 

 

農業委員、農地利用最適化推進委員は、農業者の公的な代表機関である農業委 

     員会組織の一員として、高い倫理観を持ち、法令を遵守し、公正にその職務を遂 

行することが必要不可欠である。よって、下記事項についてここに申し合わせ、 

決議する。 

記 

 

１ 農業委員会が担っている職務と責任を改めて自覚し、法令に則り適正に 

農地制度を運用すること。特に、農業委員会法第３１条の議事参与の制限、同 

法第３３条の議事録の公表を適正に実施して、農業委員会の議事の公正さを 

確保すること。 

 

      ２ 農業委員、農地利用最適化推進委員としての高い倫理観を維持し、法令遵 
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守を徹底するための研修等を実施すること。 

 

以上、説明を終わります。 

 

会 長   それでは審議に入ります。 

ご質問・ご意見は、ございませんか。 

（意見・質問なし） 

それでは、農業委員会の法令順守の申し合わせについて、これを決定すること 

に賛成の農業委員は、挙手をお願いします。 

   （全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

 

議案第７号 農業委員会の法令順守の申し合わせにつきましては、原案どお 

り承認・決定とします。 

 

 

続きまして日程１１、報告第１号を上程いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局   それでは報告第１号についてご説明いたします。 

議案書の１７Ｐをお願いします。報告第１号 農地法第５条の規定による許 

可不要届出についてご説明申し上げます。 

申請者・転用しようとする土地の所在につきましては、議案書に記載のとお 

りでございます。 

届出の内容は、農地法第５条第１項第１号の規定により、熊本県が県道瀬田 

熊本線及び県道瀬田竜田線の道路用地として転用するものです。以上の場合、 

「農地法」及び「農地法施行規則」の規定により、許可は不要となります。 

以上、ご報告いたします。 

 

会 長   事務局の説明が終わりました。 

報告１号についてご意見・ご質問等はございませんか。 

 

（意見・質問なし） 

 

 

続きまして日程第１２ 議案第８号を上程いたします。 

その他について事務局から審議案件はありますか。 
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事務局   （事務局次長が資料を説明） 

お手元に配布しております「Ｒ７．５．１２ 総会時 委員配布資料」をご覧 

ください。 

 

    ・６月の現地調査及び小委員会予定について 

     （案はＲ７.６.３(火)  午前９時００分～ ３階 会議室３０２ＡＢ） 

    ・６月の定例総会予定について 

     （案はＲ７.６.１０（火) 午前９時３０分～ ３階 会議室３０２ＡＢ） 

    ・毎月の【農業委員会活動記録簿】の提出について（お願い） 

    ・農道拡幅要望調書様式の作成及び配布について 

    ・令和７年度 大津町農業委員会歓送迎会 収支報告書 

 

職務代理  農道拡幅要望調書の様式は、今回出席していない委員にはどうするのですか。 

 

事務局   その他協議のお知らせ文とともに送付します。 

 

石原委員  「相談の手引き」を見てもわからないことがあったのですが、消費税の関係で、 

ネットなどをみると食料品について消費税をゼロにするという話が出ているの 

ですが、通常は販売税額から仕入税額を引いた分を消費税として納税しますが、 

食料品の消費税がゼロになった場合、今後どうなるのでしょうか。輸出している 

会社は消費税還付金があり、医療関係については消費税を取っていない。ここで 

聞くべきなのかわからないのですが、疑問に思われた地元の方から聞かれまし 

て。 

 

事務局   調べて後日報告させていただきます。 

 

大村委員  先日、生討論会があっていまして、石破首相は消費税については明確な答えを 

出していませんでした。 

 

事務局   農地を探しているという相談が来ておりまして、１件は企業誘致課から代替 

地として、１件は地元にお住まいの方から家庭菜園用ということで相談があっ 

ています。 

 

大村委員  賃借でもいいのですか。 

 

事務局   地元住民の案件につきましては賃借でも大丈夫かと考えますが、企業誘致課 

の案件については売買になります。 

 

事務局   先ほど、次長から話がありましたが、会計検査が大津町にもあたりまして、大 
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津町については農政部局とともに２７日の一日間見るという情報が入っていま 

すが、詳細にどの事業が見られるのか現時点で不明です。お知らせいたします。 

 

会 長   他にございませんか。何もなければ、本日、農業委員会に付託してありました

議事日程につきましては、すべて終了しました。最後に閉会を、荒木職務代理者

にお願いします。 

 

職務代理  これをもちまして、令和７年５月の第２３回農業委員会定例総会を終了いた

します。大変お疲れ様でした。 

 




